
広報広報広報
381381 号381 号

日本一の日本一の
水源の郷を水源の郷を
めざしてめざして

日本一の
水源の郷を
めざして

平成平成 2424 年年９９月号月号平成 24年９月号

　Ｐ２　2012  道志の夏　Ｐ２　2012  道志の夏　
　Ｐ３　景観計画について　Ｐ３　景観計画について
　Ｐ４　県議会議員来村他　Ｐ４　県議会議員来村他
　Ｐ５　診療所だより　Ｐ５　診療所だより
　Ｐ６　学校だより　Ｐ６　学校だより
　Ｐ７　お知らせ　Ｐ７　お知らせ
　Ｐ８　道志村道志村トピックス①トピックス①
　Ｐ９　道志村道志村トピックス②トピックス②

　Ｐ２　2012  道志の夏　
　Ｐ３　景観計画について
　Ｐ４　県議会議員来村他
　Ｐ５　診療所だより
　Ｐ６　学校だより
　Ｐ７　お知らせ
　Ｐ８　道志村トピックス①
　Ｐ９　道志村トピックス②

ContentsContentsContents

8 月 5 日 ( 日 ) に教育委員会と道志村スポーツ8 月 5 日 ( 日 ) に教育委員会と道志村スポーツ
少年団の連携事業で観光農園から道の駅までの少年団の連携事業で観光農園から道の駅までの
間の清掃活動（ゴミ拾い）を行いました。当日間の清掃活動（ゴミ拾い）を行いました。当日
は晴天に恵まれ、子供たちはゴミ袋を片手に一は晴天に恵まれ、子供たちはゴミ袋を片手に一
生懸命頑張りました。生懸命頑張りました。

8 月 5 日 ( 日 ) に教育委員会と道志村スポーツ
少年団の連携事業で観光農園から道の駅までの
間の清掃活動（ゴミ拾い）を行いました。当日
は晴天に恵まれ、子供たちはゴミ袋を片手に一
生懸命頑張りました。

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。



道の駅どうし前の道志川。道の駅どうし前の道志川。
暑い夏は川が一番です。暑い夏は川が一番です。 8月は野菜の収穫期。道の駅どうしに『朝採り8月は野菜の収穫期。道の駅どうしに『朝採り

野菜』を出荷している出荷組合の皆さん。活気野菜』を出荷している出荷組合の皆さん。活気
あふれる出荷場に皆さん揃ったところで、はいあふれる出荷場に皆さん揃ったところで、はい
チーズ !!チーズ !!
毎朝、おいしい野菜をありがとうございます !!毎朝、おいしい野菜をありがとうございます !!
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室久保の的様。木陰の中、川の流れだけが聞こえ室久保の的様。木陰の中、川の流れだけが聞こえ
ます。山の中で静かな時を刻みます。ます。山の中で静かな時を刻みます。
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8 月 15日、神地子埜神社のお祭り。8月 15日、神地子埜神社のお祭り。
伝統のお神楽、おきゅうだい、お神輿を奉納し、伝統のお神楽、おきゅうだい、お神輿を奉納し、
地区の子孫繁栄、五穀豊穣を祈願しました。お盆地区の子孫繁栄、五穀豊穣を祈願しました。お盆
に帰省する親戚や、伝統芸能を楽しみに多くの人に帰省する親戚や、伝統芸能を楽しみに多くの人
が集まり、盛大に行われました。が集まり、盛大に行われました。
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8月 14日、久保地区の盆踊り大会。みなもと8月 14日、久保地区の盆踊り大会。みなもと
体験館には、多くの住民が集まりました。久保体験館には、多くの住民が集まりました。久保
分校時代の厳道峠が上映され、懐かしい子ども分校時代の厳道峠が上映され、懐かしい子ども
達の演技を思い出しました。達の演技を思い出しました。
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道道志志村村はは景景観観計計画画をを策策定定ししてていいまますす
～～アアンンケケーートト結結果果ののごご報報告告～～

1. 景観計画の策定状況
道志村民が愛着と誇りを持ち、豊かな自然や貴重な歴史的文化財と調和した質の高い景観を形成し

ていくため、道志村では、景観計画※1を策定しています。平成 23 年は、景観の調査とアンケートを
実施しました。平成 24 年は、景観計画の内容の検討を進めています。

※1 景観計画：景観法に基づき良好な景観の形成のための方針、建築物の建築等に対する基準を定める計画です。
2. 道志村の景観に関するアンケート結果（一部）のご報告
村民等のみなさまを対象として、平成 23 年 12 月 9 日～19 日に、道志村の景観についてのアン

ケートを行いました。206人のみなさまから回答を頂きました。その結果を、ご報告いたします。
●住まい周辺の景観について変わった点、悪くなった原因
・住まい周辺の景観が最近「悪くなった」と答えた人は、「良くなったと答えた人の数を上回りました。
・景観悪化の原因について、「手入れが行き届いていない、荒れた山林や農地、空き地の増加」や「山
林などに投棄された廃棄物の増加」が多く選ばれました。

・村民のみなさまが、道志村の景観が近年悪化していると感じていることがわかりました。

※2 自治会：自治会加入世帯、自治会以外：自治会未加入世帯

●道志村の全体の景観について
・道志村を印象づける特徴的な景観については、「大室山等の山林、道志川等の河川など、森林渓谷と
水辺が一体となった自然景観」が一番多く選ばれました。

・良好な景観づくりに取り組むべき場所について、自治会のみなさまは、「道の駅どうし周辺」、「七滝、
吊橋周辺」を、自治会以外のみなさまは、「道志の湯周辺」、「道の駅どうし周辺」を多く選びました。

今後とも皆様のご協力を頂き、道志村らしい景観計画が策定できるよう、よろしくお願いいたします。

周辺の景観は最近（5年程度）変わったと思いますか
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平成24年９月１日（４）

8月 10日、県議会正副議長が来村しました。村議会正副議長も立ち会い、村の現状につ
いて説明を行い、村における課題について、意見交換を行いました。

山梨県議会議長の浅川力三氏・副議長の石井脩德氏、来村

１０月１日より改正山梨県屋外広告物条例が施行されます

９月２４日からオータムジャンボ宝くじが発売されます

山梨県屋外広告物条例では屋外広告物の表示または設置等に関する手続きや基準を定め
ていますが、そのうち「大きさなどの基準」「許可期間」「手数料」等が改正されます。
条例の主な改正の内容は、許可期間がこれまでより長くできるようになる等の手続きの

緩和や、表示または設置できる大きさ・場所を明確にした基準の追加等があります。
詳しくは山梨県のホームページをご覧ください。
「山梨県 屋外広告物に関すること」で検索してください。

◆問い合わせ先 道志村役場 産業振興課 屋外広告物担当
電話：０５５４－５２－２１１４

オータムジャンボ宝くじの賞金は
１ 等
３億３０００万円×１３本
前後賞各

３０００万円×２６本
売り切れ次第発売終了

★この宝くじの収益金は市町村の明る
いまちづくりや環境対策、高齢化対策
など地域住民の福祉向上のために使
われます。
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月始めには保険証の提出をお願いします。

診療所だより

９月の予定

今回は前立腺腫瘍マーカー【ＰＳＡ】というものについてお伝えしたいと思います。

ＰＳＡとは前立腺癌に対する血液検査の指標として広く使われています。現在では人間ドックや特
定健診の項目にも含まれるようになったため、より多くの方が目にするようになりました。ＰＳＡは男
性特有の前立腺癌に使われるため当然ながら女性の方には検査しません。
一般的に4.0ng/mlを超える数値になった場合には精密検査が必要とされます。端的に言えば前立腺

癌を発見するための検査を行っていくのです。CT,MRI検査による画像検査を行い、前立腺生検検査と
いう前立腺の組織を針で吸引し癌細胞があるかどうかを見つける検査を行っていきます。これらの検
査は総合病院で行うのですが泌尿器科という専門医でなければできませんのでしかるべき病院への受
診が必要です。道志村在住の方であれば吉田市立病院の泌尿器科に紹介することが多いです。都留市立
病院でも火・水曜日に泌尿器科外来がやっていますが前述の前立腺生検検査を行うことができません。
若年のかたが前立腺癌になることは少ないので良いと思いますが中年以降の方は健康診断で一度チ

ェックしてみてもいいと思います。

前号でもお伝えした通り９月１日より正式に不活化ポリオワクチンが導入されます。当診療所にお
いても不活化ワクチンに切り替えて従来の生ポリオワクチンの集団接種は終了します。注射のワクチ
ンになりますので他の予防接種と同じく注射の間隔を開ければ基本的にいつでも接種可能です。ただ
し注射の液を随時発注しますのであらかじめ電話での予約をお願いします。

※10月23日～10月31日まで長期休暇を頂くことになりました。この期間には所定の日
に都留市立病院の医師に代診を依頼しております。詳細は次号にお伝えしますが定
期受診の方は早めの受診をお願いします。
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者
の
方
の
中
に
は
、
そ
の
歌

声
に
涙
を
流
し
な
が
ら
聴
い
て
い
る
方
も

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
想
い
が
伝
わ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
23
日
は
、
南
三
陸

町
の
被
災
地
を
見
学
し
防
災
に
つ
い
て
の

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
犠
牲
者
へ
の

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
際
し
、
全
面
的
に
御

支
援
を
い
た
だ
い
た
村
当
局
・
村
議
会
、

教
育
委
員
会
の
方
々
、
御
協
力
を
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。



（７）

★
８
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

今
月
も
親
子
で
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
入
所
前

の
お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
で
楽
し
く

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◎
帽
子
型
の
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
 
９
月
10
日
︵
月
︶

午
前
10
時
〜
12
時

場
所
 
馬
場
 
集
い
の
家

内
容
 
籐
細
工

◎
み
な
も
と
体
験
館
に
集
合
！

日
時
 
９
月
25
日
︵
火
︶

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
 
久
保
 
み
な
も
と
体
験
館

内
容
 
う
ど
ん
・
ピ
ザ
作
り

※
送
迎
も
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
連
絡

く
だ
さ
い
。

二
回
と
も
事
前
に
参
加
確
認
を
し
て
い

ま
す
が
、
変
更
に
な
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
・
・

役
場
住
民
健
康
課
 
保
健
師
 
伯
耆

☎
52
︲
２
１
１
３

★
後
納
制
度︵
国
民
年
金
保
険
料
の

納
期
限
延
長
︶が
は
じ
ま
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、本
年
10
月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、過
去

10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記

録
に
つ
い
て
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

︵
http://w
w
w
.nenkin.go.jp︶で
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

国
民
年
金
保
険
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０

︲
０
１
１
︲
０
５
０
に
お
電
話
い
た
だ
く

か
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
が
、審
査
の
結
果
、後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

★
大
月
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

●
面
接
相
談
は
事
前
予
約
を
！

大
月
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
個
別
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
の
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。︵
税
金
の
納
付
相
談

な
ど
の
場
合
や
、確
定
申
告
期
で
の
相
談
や

申
告
書
を
作
成
さ
れ
る
場
合
は
不
要
で
す
。︶

な
お
、
一
般
的
な
税
の
質
問
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
贈
与
税
の
申
告
は
e-Tax
で
！

平
成
24
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
か
ら

e-Tax
で
電
子
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
確
定
申
告

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂
で
作
成
し
、
e-Tax
へ

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
変
便
利

で
す
の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署
 
☎︵
０
５
５
４
︶２
２
︲

３
１
５
１
︵
自
動
音
声
案
内
で
﹁
２
﹂
番
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。︶

★
山
梨
赤
十
字
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

７
、
８
月
か
ら
新
た
に
６
名
の
医
師
が

着
任
し
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
よ
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
診
療
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

●
整
形
外
科
医
 
部
長

逸
見
 
範
幸
︵
へ
ん
み
 
の
り
ゆ
き
︶

︻
診
療
日
︼
月
・
水
曜
日
の
午
前
中

●
外
科
医
 
医
長

五
藤
 
哲
︵
ご
と
う
 
さ
と
る
︶

︻
診
療
日
︼
月
・
金
曜
日
の
午
前
中

●
麻
酔
科
医
 
医
長

三
浦
 
志
啓
︵
み
う
ら
 
し
ひ
ろ
︶

︻
診
療
日
︼
火
・
金
曜
日
の
午
前
中

●
内
科
医
 
医
師

松
井
 
泰
樹
︵
ま
つ
い
 
た
い
じ
ゅ
︶

●
内
科
医
 
医
師

千
葉
 
雄
太
︵
ち
ば
 
ゆ
う
た
︶

●
内
科
医
 
医
師

広
村
 
宗
範︵
ひ
ろ
む
ら
 
む
ね
の
り
︶

★
９
月
11
日
は﹃
警
察
相
談
の
日
﹄

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

警
察
で
は
９
月
11
日
を
﹃
警
察
相
談
の

日
﹄
と
定
め
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
防
止
、

安
全
と
平
穏
・
不
安
な
こ
と
、
相
談
先
が

分
か
ら
な
い
な
ど
、
身
近
な
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
山
梨
県
警
察
総
合
相
談
所
へ

携
帯
電
話
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線
﹁
♯
９
１
１
﹂

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
﹁
０
５
５
︲
２
３
３
︲

９
１
１
０
﹂

そ
の
他
警
察
署
の
警
察
安
全
相
談
窓
口

も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

大
月
警
察
署
 
生
活
安
全
課

☎
22
︲
０
１
１
０

★﹁
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
﹂
の
開
設
に
つ
い
て

日
時
 
９
月
23
日︵
日
︶
10
時
〜
15
時

場
所
 
甲
府
市
丸
の
内
１
︲
１
︲
18

甲
府
合
同
庁
舎

相
談
内
容
 
土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人

等
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、い
じ
め
・
虐

待
な
ど
の
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
な

ど
法
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
こ
と

相
談
時
間
 
１
人
40
分
程
度︵
無
料
︶

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
５
５
︲
２
５
２
︲
７
１
５
３
・

７
１
５
１

お知らせ



８月１１日（土）道志小学校グラウンドにおいて、
道志村青少年健全育成対策会議による恒例の「青少
年ふれあいボール大会が開催されました。
小・中学生を対象に地域の育成会別に行われたこの
大会も今回２６回を迎えました。１９チーム１２９
名の子供たちが参加して一生懸命がんばりました。

順位は次のとおりです。
優 勝 長幡東Ｂチーム
第２位 善之木Ａチーム
第３位 久保Ａチーム

審判にご協力いただいた青春クラブの皆さんはじ
め、関係者の方々暑い中ありがとうございました。

第5回村民ゲートボール大会
体育協会主催による村民ゲートボール大会

が、７月２９日（日）午前８時３０分から道志小
学校グラウンドにおいて行われ、８チームの参
加をいただき、熱戦が繰り広げられました。
結果は次のとおりです。

優 勝 青春クラブＡチーム
第２位 青春クラブＢチーム
第３位 消防チーム

夏休み子ども教室
夏休み子供教室では４つの教室

を開きました。水泳教室２１名、工
作教室２６名、親子映画会４５名、
科学教室６名、それぞれ多くの子ど
もたちが参加し、賑やかな教室にな
りました。夏休みのいい思い出にな
ったのではないでしょうか。

青少年ふれあいゲートボール大会

おっっ 第一ゲート通過できるか!!!
『 よしっ！！はいれ！！ 』

優勝した長幡東 B チームのメンバーです。
熱戦を繰り広げ、見事優勝！！おめでとう！！



平素は青年団活動について格別のご理解、ご協力を賜り
感謝にたえません。
さて、先般本団主催の盆踊り花火大会には村民の皆様か
ら多額のご寄付を賜りまことにありがとうございました。
おかげさまをもちまして無事終えることができ、団員一
同心よりお礼申し上げます。
これからも村の発展と活性化の為、様々な行事の運営、

参加に務めたいと思いますのでよろしくお願い致します。

道志村青年団主催 盆踊り大会

青年団活動にご理解とご協力
ありがとうございました

盆踊り大会 収支報告
収 入
村補助金……………………………150,000
寄付金……………………………1,292,000

合計………………………………1,442,000

支 出
花火代………………………………600,000
抽選会景品代………………………370,025
各種団体への謝礼金………………160,000
機材・車借上・電気工事代 等 …150,000
うちわ・タオル等…………………161,975

合計………………………………1,442,000

野球スポーツ少年団
プロ野球観戦in横浜

８月５日、（社）神奈川県宅地建物取
引業協会横浜中央支部のご厚意によ
り、横浜スタジアムでプロ野球観戦に
招待いただきました。当日の試合は、横
浜 DeNA vs 巨人戦。有名選手を前に、
子ども達は一球にかける選手の姿を見
て、一喜一憂していました。

寄付金件数 ４０２件
収支決算額
収入 1,442,000円
支出 1,442,000円
繰越　　　　  0円



〒402‑0209  山梨県南都留郡道志村６１８１‑１ TEL 0554‑52‑2111㈹   FAX 0554‑52‑2572 URL http://www.vi l l .doshi . lg . jp/

Ｈ24.８.１現在 世帯数：628世帯 人口：1909人（男：963人 女：946人）発行 道志村役場

金

子
　

詩う
た

ち
ゃ
ん
（
下
中
山
）

平
成
22
年
４
月
22
日
生
ま
れ

父
  潤
一
郎
さ
ん
 
母
  貴
子
さ
ん

道
志
村
に
移
住
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
山
梨
の
桜
を

見
に
行
こ
う
と
思
い
、
道
草
に
立
ち
寄
っ
て
み
た
の
が
道
志

村
。
い
ず
れ
は
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
、
他
の
場

所
を
ほ
ぼ
決
め
て
い
た
の
に
、
人
と
の
出
会
い
、
道
志
村
に

引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
移
り
住
み
ま
し
た
。

こ
こ
に
住
ん
で
、
一
番
は
じ
め
に
感
じ
た
の
は
、
と
に
か

く
よ
く
眠
れ
る
。
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
理
由
は
、
自
然
の
中
に

い
て
、
風
の
音
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
虫
の
声
、
自
然
な
音
の

中
に
住
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
自
然
が
あ
っ

て
あ
た
り
前
で
は
な
く
、
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
。
移
住
し
て
す
ぐ
に
、
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い
、

携
帯
電
話
が
通
じ
な
い
等
・
・
ト
ラ
ブ
ル
が
発
覚
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
今
の
自
分
た
ち
に
必
要
な
い
も
の
な
の
だ
と
思

い
、
な
い
も
の
は
、
な
い
な
り
に
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
移

住
す
る
前
は
、
都
会
の
喧
騒
も
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
静
か
な
こ
の
場
所
で
の
生
活
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、
電
車

の
中
や
人
混
み
が
と
に
か
く
疲
れ
ま
す
。
肩
が
ぶ
つ
か
っ
た

だ
け
で
も
﹁
き
れ
る
大
人
﹂
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
都
会
の

渦
に
巻
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
・
・
。
自

然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
見
え
て
く
る
本
来
の
自
分
と

向
き
合
え
る
、
こ
の
場
所
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

●
道
志
村
へ
の
想
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

村
に
は
山
と
川
、
多
く
の
財
産
が
あ
り
ま
す
。
山
林
を
守

る
こ
と
が
水
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
し
、
動

物
た
ち
が
人
里
に
降
り
る
こ
と
な
く
山
に
実
る
も
の
で
生
き

て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
今

あ
る
道
の
整
備
が
行
き
届
け
ば
、
散
歩
コ
ー
ス
に
も
な
る
の

で
は
。
自
然
と
共
に
生
き
て
い
き
た
い
し
、
大
好
き
な
道
志

の
自
然
を
村
全
体
で
保
全
し
て
い
け
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
里

山
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

室久保地区在住  山本 延雄さん
康子さん ご夫妻

自然の中に自分の
あるべき姿を見つけて

延雄さんの職場は厚木。毎日１時間１５分かけて通勤していま

す。そんな延雄さんの支えは、康子さんの笑顔。マクロビオティ

ックから生まれた考えを共有しあえる仲良し夫妻のお話、道志村

への想いを伺いました。

馬場 芥川五郎さん

やまゆり
村の花でもあるやまゆり。７～８月

頃、花の重みで全体が傾くほど、大輪
の花を咲かせます。青空に映えるやま
ゆりが夏の知らせを届けます。

慶 弔
お
誕
生
お
め
で
と
う︵
出
生
︶

上
中
山
 
 渡
辺
莉
那
ち
ゃ
ん

︵
届
出
人
︶渡
辺
 
純

馬
 
場
 
 金
子
晴
哉
く
ん

︵
届
出
人
︶金
子
大
成

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す︵
死
亡
︶

釜
之
前
 
 佐
藤
利
好
さ
ん
 78
歳

︵
７
月
届
出
︶


